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山武市議会だより第36号平成27年6月1日

総
務
常
任
委
員
会

（
3
月
4
日
開
催
）

議
案
第
1
号
、
議
案
第
8
号
、

議
案
第
9
号
、
議
案
第
10
号
、

議
案
第
11
号
、
議
案
第
14
号
、

議
案
第
16
号
、
議
案
第
17
号
、

議
案
第
18
号
の
一
部
、
議
案

第
19
号
の
一
部
、
議
案
第
20

号�

（
原
案
可
決
）

委
員
会
質
疑
要
約

＊
議
案
第
9
号
に
つ
い
て

　
任
期
付
職
員
は 

現

在
何
名
い
る
の
か
。
ま

た
採
用
の
条
件
は
ど
う
い
う

も
の
か
。

　
人
数
は
、
保
育
士
4

名
、
幼
稚
園
教
諭
1
名
、

看
護
師
3
名
及
び
一
般
行
政

職
2
名
の
計
10
名
で
す
。
ま

た
、
条
件
は
、
高
度
な
専
門

的
知
識
や
優
れ
た
識
見
を
有

し
、
そ
の
知
識
等
を
一
定
の

期
間
活
用
し
、
遂
行
す
る
業

務
が
あ
る
場
合
に
、
任
期
を

定
め
て
採
用
す
る
こ
と
が
で

き
る
と
さ
れ
て
お
り
、
一
定

の
期
間
内
に
終
了
す
る
、
も

し
く
は
業
務
量
が
増
大
す
る

と
見
込
ま
れ
る
業
務
に
限
り
、

従
事
さ
せ
る
こ
と
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
特
別
な
技
術
や
能
力

の
あ
る
方
が
募
集
の
対

象
だ
と
思
う
が
、
職
種
に
よ

り
採
用
す
る
期
間
や
、
年
齢

制
限
等
は
ど
う
か
。

　
採
用
す
る
期
間
は
、

通
常
は
2
年
か
ら
3
年

間
で
あ
り
、
最
長
で
5
年
間

で
す
。
ま
た
、
年
齢
制
限
は

特
に
設
け
て
い
ま
せ
ん
。

　
任
期
付
職
員
を
配
置

す
る
予
定
の
部
署
は
既

に
決
ま
っ
て
い
る
の
か
。
今

後
の
方
向
性
は
ど
う
か
。

　
現
在
、
保
育
士
及
び

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
担
当
者
な
ど
で

採
用
し
て
い
る
実
績
が
あ
り
、

今
後
も
継
続
す
る
も
の
と
考

え
ま
す
。
ま
た
、
他
の
部
署

に
お
い
て
も
、
必
要
に
応
じ

て
採
用
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　
任
期
付
職
員
の
男
女

比
率
は
ど
う
か
。

　
男
性
2
名
、
女
性
8

名
で
す
。

＊
議
案
第
18
号
に
つ
い
て

（
歳
出
）

　
航
空
機
騒
音
対
策
空

調
機
器
設
置
事
業
に
つ

い
て
、
1
台
5
万
円
と
し
て

い
る
補
助
額
を
、
実
態
に
合

わ
せ
て
増
額
す
る
考
え
は
な

い
か
。　

横
芝
光
町
と
構
成
し

て
い
る
騒
音
問
題
に
関

す
る
地
区
部
会
で
の
決
定
金

額
で
あ
り
、
3
カ
年
の
実
施

期
間
の
間
は
、
状
況
を
確
認

し
、
そ
の
後
検
討
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
身
近
な
公
共
交
通
確

保
事
業
の
減
額
の
理
由

は
何
か
。

　
国
か
ら
の
補
助
金
が 

確
定
し
た
こ
と
に
よ
る

も
の
で
す
。

　
証
明
書
等
コ
ン
ビ
ニ

交
付
構
築
事
業
の
減
額

の
理
由
は
何
か
。

　
委
託
費
の
減
額
に
よ

る
も
の
で
す
。

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

（
3
月
4
日
開
催
）

議
案
第
2
号
、
議
案
第
3
号
、

議
案
第
4
号
、
議
案
第
6
号
、

議
案
第
7
号
、
議
案
第
12
号
、

議
案
第
13
号
、
議
案
第
18

号
の
一
部
、
議
案
第
19
号
の

一
部
、
議
案
第
21
号
、
議
案

第
22
号�

（
原
案
可
決
）

委
員
会
質
疑
要
約

＊
議
案
第
3
号
に
つ
い
て

　
介
護
予
防
支
援
等
の

人
員
等
、
こ
れ
ま
で
の

基
準
と
比
較
し
て
、
何
が
変

わ
る
の
か
。 

　
今
回
、
基
準
を
市
町

村
の
条
例
で
定
め
る
こ

と
と
さ
れ
た
も
の
で
す
。
国

の
基
準
と
同
様
の
も
の
で
、

今
ま
で
と
特
に
変
わ
り
は
あ

り
ま
せ
ん
。

＊
議
案
第
6
号
に
つ
い
て

　

教
育
長
の
任
期
ま
で

教
育
委
員
長
と
教
育
長

を
置
く
と
解
釈
し
て
い
る
が
、

教
育
委
員
長
と
教
育
長
で
は
、

任
期
が
違
う
。
扱
い
は
ど
う

す
る
の
か
。

　
平
成
28
年
6
月
23
日

が
教
育
長
の
教
育
委
員

と
し
て
の
任
期
で
す
の
で
、

教
育
長
の
任
期
も
そ
こ
で
満

了
に
な
り
ま
す
。
教
育
長
の

任
期
が
切
れ
る
と
同
時
に
教

育
委
員
長
の
職
は
な
く
な
り
、

そ
こ
で
終
わ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

＊
議
案
第
7
号
に
つ
い
て

　

市
い
じ
め
問
題
対
策

連
絡
協
議
会
で
は
、
い

じ
め
を
起
こ
さ
な
い
た
め
の

防
止
策
な
ど
は 

検
討
し
な

い
の
か
。

　
協
議
会
の
中
に
は
、

い
じ
め
防
止
に
向
け
て

の
対
策
や
連
絡
調
整
な
ど
が

盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

＊
議
案
第
12
号
に
つ
い
て

　

学
童
ク
ラ
ブ
へ
の
申

し
込
み
が
多
い
場
合
に

は
、
ど
の
よ
う
に
審
査
を
し

て
受
け
入
れ
を
す
る
の
か
。

　
平
成
27
年
度
は
、
全

員
受
け
入
れ
可
能
で
し

た
。
申
し
込
み
が
過
剰
な
場

合
は
、
優
先
度
等
を
評
価
し

な
が
ら
選
定
し
て
い
く
と
思

い
ま
す
。

＊
議
案
第
18
号
に
つ
い
て

（
歳
入
）

　

保
育
所
保
育
料
が 

2
千
２
９
１
万
3
千
円

減
額
に
な
っ
て
い
る
が
、
そ

の
内
容
は
何
か
。

　
実
績
に
基
づ
き
、
当

初
予
算
で
８
９
５
人
分

の
保
育
料
を
見
込
み
ま
し
た

が
、
現
在
、
８
０
０
人
程
度

と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
差
、

約
95
人
分
に
つ
い
て
減
額
す

る
も
の
で
す
。

＊
議
案
第
18
号
に
つ
い
て

（
歳
出
）

　

医
学
生
奨
学
金
等
貸

付
事
業
に
つ
い
て
、
こ

の
奨
学
金
の
内
容
は
何
か
。

　
授
業
料
及
び
そ
れ
に

伴
う
必
要
な
経
費
に
つ

い
て
貸
し
付
け
を
す
る
も
の

で
す
。

　

奨
学
金
は
返
却
す
る

必
要
が
あ
る
の
か
。

　
奨
学
金
は
、
さ
ん
む

医
療
セ
ン
タ
ー
に
6
年

間
勤
め
れ
ば
、
返
却
の
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、

修
学
一
時
金
の
1
千
万
円
は
、

最
長
10
年
間
で
返
却
い
た
だ

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

経
済
建
設
常
任
委
員
会

（
3
月
5
日
開
催
）

議
案
第
5
号
、
議
案
第
15
号
、

議
案
第
18
号
の
一
部
、
議
案

第
23
号
、
議
案
第
24
号

（
原
案
可
決
）

委
員
会
質
疑
要
約

＊
議
案
第
5
号
に
つ
い
て

（
歳
出
）

　

景
観
条
例
に
お
い
て

目
指
す
形
は
具
体
的
に

ど
う
い
う
も
の
か
。
ま
た
、

土
地
に
自
立
し
て
設
置
さ
れ

た
太
陽
光
発
電
設
備
に
つ
い

て
の
規
制
は
ど
う
か
。

　
景
観
条
例
は
、
地
域

の
自
然
、
文
化
、
経
済

活
動
等
が
調
和
し
た
良
好
な

景
観
を
形
成
す
る
た
め
、
建

築
物
や
工
作
物
の
設
置
や
改

築
に
あ
た
り
、
市
民
や
事
業

者
に
配
慮
を
求
め
る
こ
と
を

目
的
と
し
、
そ
の
基
準
を
定

め
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
太

陽
光
発
電
設
備
に
つ
い
て
は
、


